
令和 7 年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 

九州地区予選  

＜注意事項＞  

○ルール・コードオブコンタクトルールは、「JTA テニスルールブック 2025」のテニス規約に基づ

き、コードは JTA ルールに基づく。  

○大会出場にあたって  

※大会期間中の出場大学の不祥事について,本大会期間中に出場大学が不祥事を起こした場合、当該大学を失格と

し敗退になる場合がある。  

○試合形式 

男子の試合は１対抗のポイント数は複 3、単 6の合計 9ポイントとする。

女子の試合は 1対抗のポイント数は複 2、単 3の合計 5ポイントとする。  

男女共に、単複同日に行う。 (雨天等により試合進行が遅れた場合は除く) 

試合はシングルス The Best of 3 Tie Break Set Match(ファイナルセット延⾧セット方式ではない)  

   ダブルス  The Best of 3 Tie Break Set Match(ファイナルセットスーパータイブレーク) 

使用ボールは公認ダンロツプ FORT、ボールチェンジは 1部リーグ 9－11、2，3部ファイナルチェンジ とする。  

審判：１部リーグのみ全試合両校による主審副審制(全校輩出)  

※人員的余裕がなく、審判を輩出できない場合は学連が行うなどの対応をとる場合がある。  

○コートサーフェス及び面数 

1部、1・2部入れ替え戦➡ハードコート 2、3部入れ替え戦➡オムニコート 

注:天候等の理由により、大会を予定通り終了出来ない場合は違うサーフェスのコートを使用する場合があ

る。  

男子は原則３面、女子は２面進行とする。また試合進行上、面数を増やすことがある。  

○試合開始時刻(オーダー交換) ダブルスのオーダー交換を 9:50 に行い 10:00 には試合を開始することとす

る。 

また、ダブルスの全試合が終了後、10分後にシングルスのオーダー交換を行う。また、シングルスのオーダー

交換の際に、オーダーの書き直しを行う場合はコートレフェリーに伝え、理にかなった時間でシングルスのオ

ーダー交換の時間を遅らせることが可能である。また、シングルスのオーダー交換終了後、ダブルスと同様 10 

分後には試合を開始することとする。 

また、出場する選手は必ずオーダー交換時にサービスライン上に整列することを義務とする。また、サブメンバ

ーに関しては後列に整列するかは各大学に任せるものとする。  

注 1:以下の場合、没収試合となる。  

・整列時に交換用のオーダー用紙がコート内にない場合 

・整列の時間に遅れた場合（注 1） 

・整列時までに本部にオーダー用紙を提出していない場合  

（注 1）出場選手を対象とする  

シングルス前の整列時：1列目は必ずシングルス出場全選手が整列、2列目は任意  

ダブルス前の整列時：1列目は必ずダブルス出場全選手が整列、2列目は任意  



以下の場合、１セットダウンスタートとなる。 

 ・オーダー用紙の誤字脱字  

・印鑑忘れ 

 ・ふりがな忘れ  

 

ここでの試合開始時刻は 5分間アップの開始時間とする。 

10:00試合開始の場合 10:00:30はペナルティ対象ではないが 10:01:00を過ぎるとペナルティの対象となる。 

注 2:オーダー交換時にＴシャツ・スリッパ等での整列は認めない。(サブメンバーも同様)  

一個人のみが所有している市販のものは不可、チーム全体で所有しているシャツはウォームアップとみなす。 

＊ただしシャツの場合、学校名や校章が入っているものに限る。 

注 3:オーダー交換後の各大学のミーティングで試合開始時刻が遅れることは認めない。  

注 4:オーダー交換時に整列することができるのは部⾧・監督・部員・マネージャーとする。  

注 5:自校の部旗が張ってあるサイドに整列すること。  

注 6:全試合終了後の整列について服装は自由。ただしテニスシューズを着用すること。 

○試合の順序  

男子:ダブルス第３位から順次第 1 位、その後シングルス第６位から順次第 1 位。＊１ 

女子:ダブルス第２位から順次第 1 位、その後シングルス第３位から順次第 1 位。＊１ 

ダブルスに出場していない選手同士の対戦はシングルスのオーダー交換の 10 分後に試合に入るものとする。 

この場合シングルス 2 まで適用される。シングルス 1 は最後に入る。  

＊１ ダブルスのレスト考慮で早い順に入れるためこの限りではない。  

○服装  

(１)選手の服装  

選手の服装はテニスウェアであれば色は問わない。  

しかし、試合中のウォームアップ、トレーナーの着用は認めない。(試合中のベスト、セーター、カ－ディガンの

着用は認める)  

(２)ロゴ  

ロゴは｢JTA テニスルールブック 2025｣に基づく。  

(３)大学のロゴ  

大学のロゴについて、大きさの規定はない。  

(４)インナーの着用  

｢JTA テニスルールブック 2025｣に基づく。  

○オーダーについて  

今年度、全日本大学対抗テニス王座決定試合のオーダー規約に基づく。  

重要  

1.大会の結果は全て大会終了時の対戦結果に基づくものとする。また、大会前等のドロー表には名前が載ってい

たが、怪我等で辞退することになりドロー表から名前が消去された場合はその大会に出場していないものとす

る。  

2.各種ランキングは本大会ホームページ上で発表、JTA ランキングは 2025年第 34週時点を使用する。各自注意

深くオーダー規約を確認することを推奨する。  

 



○オーダー用紙の交換方法 

必ず式次第時に相手校提出用を用意する。両校主将挨拶時に、相手校用を相手校主将に提出する(学連提出用は大

会本部に責任者集合時に提出すること)。  

重要  

今大会では、オーダー交換が上記の方法で行われず、オーダー交換に不備があった場合はペナルティが課せられ

る。  

(以下参照)  

○オーダー用紙について  

１．オーダー用紙はコピー可能。(同じサイズのみ)  

２．オーダー用紙の様式は、当連盟指定の用紙に毛筆またはペン書き(黒または青)とする。  

３．名前はフルネームで記入すること。また、必ず上に振り仮名も記入すること。  

４．日時など数字を記入する箇所は漢数字でも算用数字でも可能。  

５．式次第のときにオーダー用紙がコート内にない場合、その当該校にペナルティを科す(以下参照)。  

６．大学名は正式大学名称で記入すること。分からない場合は相手校に確認する。  

７．オーダー用紙を封筒に入れる必要はないが入れても構わない。  

８．訂正箇所(修正液不可)には２重線を引き、部印または主将印がそれにかかるように押すことによって訂正を

認める。  

○オーダー順位について  

オーダー規約に基づいてダブルス・シングルスそれぞれのオーダー用紙に記入すること。順位の書き間違えによ

るペナルティは｢○オーダー・オーダー用紙のミスのペナルティついて｣を参照すること。  

○オーダー・オーダー用紙のミスのペナルティについて 

オーダー順位は、オーダー規約に基づくものとする。  

１．オーダー規約にもとづかない順位で発表されたオーダーに関して 

・その誤りのあった対戦を没収(ダブルスとシングルスどちらのオーダー交換時も共通) 例)本来「Ａ・Ｂ・Ｃ」

の順で固定であったオーダーを誤って「Ａ・Ｃ・Ｂ」の順で提出し、相手校に提訴された。→ＢとＣの試合を没

収、提出した大学側の２敗となる。  

これらの処置は、相手校の主将・主務・質疑権所有者の提訴があった場合にコートレフェリーがとる。  

注 1:オーダー規約の違反に対しての提訴は、複・単共に、その試合終了までとする。  

注 2:主将・主務・質疑権所有者以外からの提訴は、受け付けない。  

注３:オーダー規約を確認するための過去の地方大会の資料の貸出は学連から行わない。  

2．1セットダウンとなる場合 

以下の場合、1セットダウンスタートとなる。 

・整列時に交換用のオーダー用紙がコート内にない場合 

・整列時までに本部にオーダー用紙を提出していない場合 

・整列の時間に遅れた場合（注 1） 

（注 1）出場選手を対象とする 

シングルス前の整列時：1列目は必ずシングルス出場全選手が整列、2 列目は任意 

ダブルス前の整列時：1列目は必ずダブルス出場全選手が整列、2 列目は任意 

3. 記入ミスについて 



以下の記入ミスについて，罰則はない． 

・オーダーの誤字脱字 

・印鑑忘れ 

・ふりがな忘れ 

○試合前のアップについて当日試合がある大学には朝のプラクティスコートが振り分けられる。コート時間の詳

細はオーダー・オブ・プレーを参照すること。また、各試合前に５分間のウォーミングアップが与えられる。  

○練習ボール・練習コート 

今大会、練習ボールは貸し出さない。各校用意することを推奨する。  

練習コートは、当日試合のない大学は朝のプラクティスを貸し出さない。朝のプラクティスコートは OOP に記載

されているコートと時間で行うこと。また、試合終了後のプラクティスコートは、試合進行状況を勘案し開放す

る場合もある。  

○トイレットブレーク  

(男子)  

１試合にシングルス 1 回、ダブルス 1 組２回、トイレを理由に原則としてセットブレーク時に理にかなった時

間でとることが出来る。ただし、状態が深刻であるとアンパイアが判断したときは例外とする。  

(女子)  

１試合にシングルス 1 回、ダブルス 1 組２回、トイレットブレーク又は着替えのいずれかの理由で、原則とし

て理にかなった時間のトイレットブレークをとることが出来る。(セットブレーク時が望ましい。着替えはセット

ブレーク時のみとする。)  

(ベンチコーチ)  

選手と同じ時にトイレットブレークをとることができる。この場合は選手と共にトイレットブレークに行くこと

ができる。しかし、トイレットブレーク中に選手や監督、コーチ、観客等と話した場合はペナルティが付与され

る。  

注 1:ウォームアップ中も試合中と同様、回数に数える。  

注 2:トイレットブレークは、コートレフェリーがついていく。  

注３:トイレットブレーク終了後は余りのレストの時間は使用できない。(180秒以上トイレットブレークにかか

った場合)  

注 4:必ずベンチに座る前に主審または学連に申し出る。  

○レストの時間について  

レストの時間は本大会でダブルスからシングルスを行うため、以下のように定める。  

試合時間 60 分未満:30 分  

60 分以上 90 分未満:40 分  

90 分以上:60 分  

注 1:レストの時間はシングルスの試合の有無に関わらず、ダブルスの試合を行った選手全員に確認する。  

○ベンチコーチ 

エンドチェンジの９０秒間、セットブレーク時の１２０秒間にベンチコーチから選手はコーチングを受けること

ができる。(各セット 1 ゲーム終了後、またタイブレーク時のコートチェンジ間ではコーチングをしてはならな

い)  



ベンチコーチは事前申請用紙に提出された学生若くは部⾧・監督・コーチが行うことができる。ベンチコーチの

交代は自由。交代の際は学連に伝えて後、入ることができる。 また、ベンチコーチはポイント中でなければ立っ

ても良い。 

※ベンチコーチのペナルティは 1 回目注意、２回目が警告、３回目は退場とする。また、退場した場合その試合

中の代理は認められない。  

注 1:ベンチコーチは必ずテニスウェア・テニスシューズを着用すること。  

○質疑権所有者 

質疑権は、各大学主将・主務の一方にある。だが、主将主務両名が試合やペンチコーチ等でコート内に入り不在

の場合は、他の部員が代理として質疑件所有者となることを認める。  

各主将・主務は試合前、および試合進行中に質疑権の所在をコートレフェリーに明らかにしなければならない。

質疑権所有者:試合進行上でコートレフェリー(レフェリー)に質疑する権利がある。しかし、ジャッジ等でもめた

ときにコート内に入ることが出来ない。  

選手:主審にそのプレーに対する判定に質疑することが出来るが、レフェリー(コートレフェリー)に対して抗議

することは出来ない。ジャッジの最終判断は主審にあり、それに対して質疑をすることは出来るが抗議する権利

はない。  

○応援  

声出し応援可能。  

罵声を発する、ジェスチャー・器具を用いて、相手校、相手校選手・審判などの心理を攬乱させるような行動及

びプレーの妨げになるような行為をしてはならない。  

学生スボーツ精神に反し、良識を欠くとみなされる場合は、レフェリーが客観的に判断して処分する。  

〇ヤジなどの不正な応援に対するペナルティ  

チーム戦での応援妨害や不正応援選手のプレーを妨害する応援や他人に不快感を与える応援は全てペナルティの

対象になる。  

主将・主務・質疑権所有者の提訴があった場合、コートレフェリー、またはレフェリーの判断で決める。また、

限度を明らかに超えていると判断した場合は提訴がない場合でもペナルティを課すことがある。  

 

１度目:警告  

２度目:当該コートのみ応援禁止(このペナルティはその対戦の間のみとする、次戦には持ち越さない。)  

３度目以降:全コート応援禁止(このペナルティはその対戦の間のみとする、次戦には持ち越さない。) 以上の注

意警告を行われても、なお良識を欠くと判断されるような応援が続く場合は、学連内で会議を行い新たな罰則を

科す事もある。 

〇応援に関する注意事項  

・OB・OG、その他の方が観戦、応援をしていた場合もその大学の応援としてみなし、厳重な処罰を行う。各大学

は責任をもって事前説明を行うことを推奨する。  

・道具(太鼓・メガフォン・旗)を使っての応援は一切禁止とする。  

〇コーチングについて 

学連がコーチングと判断した場合、該当大学は全コート応援禁止(このペナルティはその対戦の間のみとする、次

戦には持ち越さない。) 

 



○メディカル・タイムアウト(MTO) 

 試合中(ウォームアップを含む)、怪我や体調不良のため、トレーナーの応急手当てが必要な場合、レフェリーを

通じてトレーナーを要求することができる。トレーナーが必要と判断すれば１ヶ所につき１回、３分間のメディ

カル・タイムアウト(MTO)をとり、処置または手当てを受けることができる。手当てをする部位によっては、コー

ト外で処置を受けることも出来る。 

注 1:必ずベンチに座る前に主審または学連に申請する。  

○物資の持ち込みや要求について 

物資を持ち込む際は必ずコートレフェリーを通すこと。コート内へ勝手に運んだ場合、ペナルティの対象となる

ことがある。また、試合中、物資が必要となった際は審判にコートレフェリーを要求し、対応すること。  

○トレーナー 

本大会はオフィシャルトレーナーが常駐する。そのため、試合時でのインジュリーはすべてオフィシャルトレー

ナーが診断を行う。診断の結果、治療が必要だとオフィシャルトレーナーが判断した場合は自校のトレーナーも

治療を行うことができる。  

○開会式・閉会式について 

本大会に出場する大学の開会式への参加は義務となる。諸事情により参加できない場合は事前に、大会ディレク

ターまで申し出ること。  

３位まで入賞した大学表彰式並びに閉会式への参加は義務である。諸事情により参加できない場合は、大会ディ

レクターまで申し出ること。  

○主将主務会議について 

当日試合がある大学の主将、主務は前日までに学連が連絡した時間に主将主務会議に参加すること。その際

に、当日の注意事項の確認を行う。  

代理を出席させることは可能。その際の委任状などの提出は行わなくてよい。  

○試合の棄権・退場処分について  

・選手が痙撃や怪我等でこれ以上試合の続行が難しい場合、レフェリー・トレーナーの判断により強制的に、棄

権させることがある。これは、当該選手の今後の選手活動を最大限考慮した結果であり、これに対する質疑は可

能だが、提訴は行えない。  

・選手の行動や言動により、警告なしで当該選手を失格させることがある。これは、大会委員⾧・レフェリーの

判断によるもので、これに対する質疑は受ける抗議は受け入れない。また、失格選手は大会期間中のすべての種

目に参加することはできない。  

・応援に関しても、ひどい場合は警告なしで退場させることがある。これは、大学の監督･コーチ・選手・ＯＢ等

の人に対して行う。また、一度退場になった者は、大会期間中、応援を一切行うことができない。  

○旗・ベンチ 

各大学の旗はコート選択権のある学校が決めることができる。ベンチも同様である。  

コート選択権は前年度の順位が高い大学に与える。 

○その他の注意事項  

・試合進行が遅い場合、天候や閉場時間などを検討の上、決着つき次第ファイナルセット 10 ポイントタイブレ

ークにする可能性がある。  

・ナイター使用は原則 20時まで。(変更の場合あり)  

 


